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デジタル4次元地球儀ダジックアースを用いた展示と授業

Four-dimensional digital globe, Dagik Earth, in class rooms and science
museums
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ダジックアース(http://dagik.org/dagik_earth)は地球の立体表示を簡単に行う仕組みで、科学館
での展示と小中高校での授業に用いられている。地球の立体表示には、日本科学未来館のジオコ
スモスや米国NOAAによるScience on a Sphereなどがあり、地球を実感を持ってみてもらう事に
成功しているが、どのシステムも大規模かつ高価であり、手軽に用いる事が出来ない。ダジック
アースは半球型の風船を用いた仕組みであり、軽量なため、学校の黒板に設置することもでき、
授業での利用が容易である。また、通常のパソコンとPCプロジェクタを用いるため、導入のコ
ストも非常に低い。ダジックアース・プロジェクトではハードウェアの整備とその貸し出し、授
業及び展示プログラムの作成とその実施を行っている。発表では、ダジックアースの仕組みとそ
れを用いた授業と展示例の紹介を行う。
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